
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
２４日（火）に，第６８回卒業式を実施しました。今年度は，小学６年生の柏木智貴君が三島小

中学校を巣立っていきました。 
式では，卒業生の中学校進学に向けて，多くの方々から温かい励ましのメッセージをいただ

きました。また，卒業生・在校生による「仰げば尊し」，「校歌」，そしてお別れの歌「栄光の架け
橋」「旅立ちの日に」では全児童生徒及び全職員で心を一つにした合唱ができました。 
多くの方々の御出席のもと，盛大に卒業式を挙行することができ，卒業生にとって，今後の目

標や希望を新たにする心に残る式となりました。御多用な中，御出席いただきました保護者や
地域の皆様方，本当にありがとうございました。 
 

一匹狼のたくましさと 野武士のような集団を ～本質を見つめる～    柏木 博之 

 

 地域の皆様，保護者の皆様，３年間お世話になりました。三島小中学校のために，今後もご協力をよろしくお願いし

ます。 

 

 あと５年，２０２０年に東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。下村文科大臣はこの年を，「日本が今

後進む方向性を形づくる，まさに我が国にとっての大きな『転換点』」と位置づけています。その前年２０１９年には，

ラグビーのワールドカップが日本で開催されます。世界三大スポーツイベントの二つが立て続けて行われます。そのラ

グビーワールドカップ組織委員会に文部科学省から入っている西阪昇氏が次のような話をしています。 

【ラグビーは武士道に似ている】 

  一匹狼のたくましさと 野武士のような集団を 

この言葉は、教師の最大の教育研究団体ＴＯＳＳ代表の向山洋一先生が、現役の頃、クラスの子供たちに

投げかけた言葉。なんと独創的な言葉か。この言葉を投げかける先生もすごいが、受け止める子供たちもす

ごい。 

この言葉は、すべての組織に当てはまると思い、私が文科省の部長時代、部のモットーとして使わせて頂

いた。このような部であれば部長は大変楽ができる・・・。 

ラグビーも強いチームは、きっとこのような集団であろう。ラグビーの試合では、監督は観客席に座り、

試合はキャプテンを中心とした選手に任される。 

 担任をしていたころ，このような集団になるためにどのような心構えでいるべきか考えていました。昨年，俳優の杉

良太郎さんが書いた本にその答えが出ていました。杉さんは様々な慈善・社会貢献活動をしています。その活動を批判

もされています。その批判に負けることなく活動を続けています。杉さんが書いた本に次のような記述がありました。 

「口当たりの良い言葉で人におもねり，媚びることはひと時の快をもたらすかもしれませんが，それは決して長続きし

ない」（『媚びない力』） 

 「媚びない」ことが，「一匹狼のたくましさと 野武士のような集団を」にさせると思いました。杉さんの文章は，

媚びを売っている人に向けられたものです。物を送ったり，ゴマをすったりして媚びを売ることを指していると思いま

すが，媚びを売られて喜んでいる人も同じだと思いました。媚びを売られると見栄や本質を見抜けなくなります。常に

気をつけていこうと思いました。 

 学校の責任者として，トップとして次のことも気をつける必要があります。下記の四点は，前述の向山洋一氏が示し

てくれたものです。 

組織にとって，衰退への分岐点は何か。 

   （１）トップが「これで良い」と思った時 

   （２）中心の幹部が「昨年と同じ方法」で「安易な方法で」「再び同じように」やる時 

   （３）自分の仕事を一つまた一つと改革していく人が少数の時 

     （イベントやシステムは、常に成長していくものだ） 

   （４）それぞれのリーダーが、新しい分野を開拓していない時 

  それ故に，トップの最大の仕事は新しい仕事，新しい分野を開拓，企画し，具体化していくことである。 

 

 私たち教師の仕事は，「子どもを満足させる仕事」であって，「自分自身を満足させる仕事」ではありません。これか

らも以上のことを貫く三島小中学校であってほしいと願っています。 

 

 

 

地域の皆様には，「学校評価」にご協力いただきありがとうございました。本年度の学校評価から読み取

らせていただきますと成果としては 

○ 地域学校評価は日頃考えていることが伝わるいい機会である。 

○ 学校職員には積極的に地域に参加してもらいありがたかった。 

○ 子供たちが運動会，文化祭，ジャンべ活動，合唱，奉仕活動等を通して大きく成長した。 

また課題としては 

○ 三島小中学校の児童生徒の基礎学力，応用力を高めてほしい。 

○ 思い切って教育してほしい。子供に遠慮をしている。 

○ 公務員という立場を自覚して職務に専念し，島のどの人にも対等に接してほしい。 

○ 地域ですれ違ったとき子供たちからの挨拶がまだできていないので指導してほしい。 

○ しおかぜ留学生一人ひとりを地域で大事にしたい。保護者の了解を貰いながら子供たちの特徴を知

って接していきたい。 

 

があげられました。いただいた評価は真摯に受け止め伸ばすべきところは伸ばし，改めるべきところ

は改めていきます。地域の皆様に支えられている三島小中学校です。子供たちはいつも皆様からの励ま

しの声かけに元気をもらい更にやる気を出しております。今後ともご指導よろしくお願いいたします。 

平成２６年  三島村立三島小中学校 

 

                                        ３月号 
生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!!   時間を守り，機敏な行動をしよう!! 

  


